
「Crew-２」を巡って

4月22日にいよいよクルードラゴン２が打上げられます。
「YACかわら版130」では、野口宇宙飛行士の搭乗しているISSへの星出宇宙飛行士
が搭乗しているファルコン９について取上げました。「YACかわら版93ファルコン
９に注目！」で取り上げなかったことを中心に次のことを探ってみましょう。
・フェアリング・ブースター回収
・使用発射台

https://spacexfleet.com/
fairing-recovery/

2分割されたフェアリ
ングは回収される

ファルコン9フェアリング回
収方法方法は変更されてい
るようだ。

3月10日

ファルコン9は今年で
も11回目の打上 手慣れた1段目ブースターの回

収
星出宇宙飛行士のファルコン
９のブースターは58回目の海
上無人船上回収チャレンジ

4月10日朝カナベラル港
に戻った無人回収船OCISLY。
SpaceXのブースターB1058.7は
7回目の帰港！

https://spacexfleet.com/booster-recovery/

ドライ回収

ロケットラボ
5月には2回目のブースター
回収計画。昨年11月の意回
目は成功。
パラシュートで海上回収。
将来はヘリコプターで空中
回収を計画

再利用で
経費節減

話題１ フェアリング回収

話題２ 使用発射台

話題３ ランデブー 130参照

話題４ブースター回収

対比

©ESA



話題１フェアリング回収

GO Ms. Chief

GO Ms. Tree

7回成功

2回成功

2016/5/27～2021/4/7
回収作業58回のうち9回のみネットを利用。両方
のフェアリング回収できたのは１回
海上回収を含め両方のフェアリングの回収に成功
したのは30回。片側の数では合計68個のフェアリ
ングが回収された。確実なのはやはり海上回収か。

打上日

Shelia Bordelon
GO Ms. Tree /

 GO Ms. Chief

GO Searcher /

GO Navigator
片方１片方２

2021年1月7日 〇 〇 △

2021年1月20日 〇 × ×

2021年1月24日 〇 〇 〇

2021年2月4日 〇 〇 〇

2020年2月16日 〇 △ 〇

2021年3月4日 〇 〇 〇

2021年3月11日 〇 〇 〇

2021年3月14日 〇 〇 〇

2021年3月24日 〇 〇 〇

2021年4月7日 〇 〇 ×

フェアリング回収（2021年は全て海上回収計画）

ネット利用のドライ回収 船上クレーンでウエット回収

水シャワーのMs. Treeの見送り4月6日
任務を終えました。

https://spacexfleet.com/fairing-recovery/
Spacex社制作の動画より

2分割

ある程度コントロー
ルした落下

小パラシュート

主パラシュート

船を操船

見事キャッチ

回収して確実に再使用する！



話題２ 使用発射台

2021年3月29日（米国中部時間）星出宇宙飛行士が搭乗するクルードラゴン
宇宙船（Crew-2）の打上げ日時、野口聡一宇宙飛行士が搭乗するクルード
ラゴン宇宙船（Crew-1）の帰還日時が次のように公表されました。

1. Crew-2の打上げ
2021年4月22日（木）19時11分（日本時間）

2. Crew-1の帰還
2021年4月29日（木）1時35分頃（日本時間）

LC39A

SLC40

3月16日

3月14日

4月10日4月10日

4月8日

4月5日

3月24日

SLC40 LC39A

2021年1月7日 Turksat 5A 〇

2021年1月20日 Starlink 1-16 〇

2021年1月24日  Transporter 1 〇

2021年2月4日 Starlink 1-18 〇

2020年2月16日 Starlink 1-19 〇

2021年3月4日 Starlink 1-17 〇

2021年3月11日 Starlink 1-20 〇

2021年3月14日 Starlink 1-21 〇

2021年3月24日 Starlink 1-22 〇

2021年4月7日 Starlink 1-23 〇

2021年4月22日

(予定)

Crew 2

（星出宇宙飛行士）
〇

発射台番号
打上日 搭載物

ケネディー宇宙センター

ケープカナベラル
空軍基地

JAXA 星出宇宙飛行士特設サイト：https://astro-mission.jaxa.jp/hoshide/
JAXA 野口宇宙飛行士特設サイト：https://astro-mission.jaxa.jp/noguchi/

今年で11回目の打上で

す。ほとんどがスター

リンク衛星関係です。

©ESA
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話題４ブースター回収

「YACかわら版93ファルコン９に注目！」の補足は、
4月22日の星出宇宙飛行士のファルコン９の予習にな
ります。今月7日のファルコン9のブースター回収を
探りましょう。当日はスターリンク V1 L23 ミッショ
ンでした。

回収船団待機
North 32 34 49
West 75 52 50.633㎞

発射台SLC40

回収船団

無人ブースター着陸船

ブースター着陸船台と作業
を支援するための機器と人
員を運びます

無人ブースター着陸船を
カナベラル港と回収地点
の間を曳航（えいこう）

します。

新しいフェアリング回収船。
フェアリングの半分を海から
持ち上げるための50トンのク
レーンを装備。

GO Quest

Of Course I Still Love You

Finn FalgoutShelia Bordelon

4月10日早朝カナベラル港外
で待機中のGO Quest
クルーズ船も見学？

帰港時の航跡

©/www.marinetraffic.com

©spacexfleet



ディーゼル
発電機

通信装置

電力装置

Octagrabber
収納庫

窒素タンク

ディーゼル
発電機

ブースター
排気除け

電力装置

通信装置

燃料タンク

ディーゼル
発電機

推進装置

推進装置

推進装置

推進装置

推進装置

着陸用の脚

無人ブースター着陸船の仕組み
「Just Read the Instructions」（JRTIと省略の場合あり）の場合あり

「JRTI」は西海岸で使用
されていたがパナマ運河
を通過し東海岸に移動。
パナマ運河通過時は船体
甲板の一部を切り離さな
いと通過できなかったそ
うです。
結構な大きさがあります。

2019年8月8日パナマ運河通過

回収地点まではタグボートに曳航されますが、回収地点では4つの電動スラス
ターで自動的に位置を保ちます。電力を供給するために強力な6台のディーゼル
発電機が積まれています。他の補助装置と一緒に設置されました。着陸してきた
ブースターをつかむためのOctagrabberロボットが用意されています。がっちりつ
かまないと波や風でブースターが倒れます。

©spacexfleet



OCISLY JRTI 回収

2021年1月7日 Turksat 5A 〇 成功

2021年1月20日 Starlink 1-16 〇 成功

2021年1月24日  Transporter 1 〇 成功

2021年2月4日 Starlink 1-18 〇 成功

2020年2月16日 Starlink 1-19 〇 失敗

2021年3月4日 Starlink 1-17 〇 成功

2021年3月11日 Starlink 1-20 〇 成功

2021年3月14日 Starlink 1-21 〇 成功

2021年3月24日 Starlink 1-22 〇 成功

2021年4月7日 Starlink 1-23 〇 成功

2021年4月22日

(予定)

Crew 2

（星出宇宙飛行士）

打上日 搭載物
ブースター回収

回収予定地点

North 32 9 29
West 76 44 29

542 km

星出宇宙飛行士の「Crew-2 」の用意

LC39A発射台

GO Quest

GO Questの参加はウエブサ
イトに書かれていますが、
タグボート、無人回収船、
フェアリング・ブースター
回収船については参加船名
は不明です。

クルードラゴンでは宇宙船回収や医療関係支
援にあたる重要な2隻が加わります。
ヘリコプターも離着陸できます。

GO Searcher GO Navigato

ケネディー宇宙
センター

カナベラル港

Finn Falgout

無人ブースター回収船は約
10日前に出港するそうです。

多くの関係船がカナベラル港で出港を待っ
ています。

4月12日夕方

2隻の無人回収船の利用

Of Course I Still Love You

Just Read the Instructions

LC39AOCISLY 4月10日に帰港

先に帰港した
Shelia Bordelon

フェアリング・ブースター
の回収と5日後の野口宇宙
飛行士の帰還準備のため忙
しそうですね

©spacexfleet ©vesselfinder



話題４ブースター回収

11月19日にロケットラボは、ブースターの回収を目指したReturn to Sender
（送信者に返信する）という「エレクトロン」の打上に成功しました。

ロケットラボの説明動画から

Return to Sender

参考

打上げ費用を節約するため
にブースターの再利用は極
めて需要です。小型衛星の
打上げ市場で特色を持つロ
ケットラボは持っています。
更に打上費用を下げるため
にブースターの再利用の研
究を進めています。ファル
コン９はブースターを着地
のために利用していますが、
スピードを落とすのに耐熱
シートを工夫する等して再
突入を成功させパラシュー
トを利用して着水しました。
再利用のためには回収後の
処理が工夫されていたので
しょう。
5月には2回目の発射が工夫
されています。
今後は海上に着水させずに
ヘリコプターで着水する前
に回収することを目指して
います。
成功すればいいですね。

どのようにして表面
が高温になるのを防
ぐのでしょうか。
耐熱シートが有効に
機能するのでしょう
か。

パラシュートが安定
して降下するための
工夫と、ヘリコプ
ターのロータリーの
回転を避けてどのよ
うに空中で回収でき
るのでしょうか。

降下コースの追跡は
大変でしょう。

ロケットラボのブースター再利用のチャレンジを調べる中で、改
めて今年だけでも11回目の回収を展開するファルコン9のすごさ
に感心します。
4月22日の星出宇宙飛行士のニュースが楽しみですね。

©Rocket Lab


